自走フォーレージハーベスター、タイヤショベル以外の機種における積算根拠作成（農協で保管するとともに、検査の際に提示できるよう整備して下さい。）

積算根拠様式４－１、２を使用し、「様式４－１」で既存機械及び新規導入機械の作業負担面積を求め、「様式４－２」を作成し、両方を保管してください。
[image: image1.emf]積算根拠様式４－１　機種別作業負担面積の計算(農協保管）

1日の実

作業時間

ﾋﾟｰｸ月

日数

(m) km/h ％ ％ ha/h 時間 ％ 時間 ha/日 月 日 ％ 日 ha 回 ha ha 台

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

既存(A) 4 7.0km/h 95.0% 73.0% 1.9ha/h 80% 6.4hr 12.4ha/日 141.7ha 141.7ha

既存(B) 4 7.0km/h 95.0% 73.0% 1.9ha/h 80% 6.4hr 12.4ha/日 141.7ha 141.7ha

既存(C) 5 7.0km/h 95.0% 73.0% 2.4ha/h 80% 6.4hr 15.5ha/日 177.1ha 177.1ha

既存(D) 5 7.0km/h 95.0% 73.0% 2.4ha/h 80% 6.4hr 15.5ha/日 177.1ha 177.1ha

既存(E) 6 7.0km/h 95.0% 73.0% 2.9ha/h 80% 6.4hr 18.6ha/日 212.5ha 212.5ha

既存(F) 6 7.0km/h 95.0% 73.0% 2.9ha/h 80% 6.4hr 18.6ha/日 212.5ha 212.5ha

新規(a) 8 7.0km/h 95.0% 73.0% 3.9ha/h 80% 6.4hr 24.9ha/日 283.3ha 283.3ha

新規(b) 8 7.0km/h 95.0% 73.0% 3.9ha/h 80% 6.4hr 24.9ha/日 283.3ha 283.3ha

新規(c) 8 7.0km/h 95.0% 73.0% 3.9ha/h 80% 6.4hr 24.9ha/日 283.3ha 283.3ha

既存(ｄ)

既存(e)

既存(f)

合　　　　計 1912.6ha 1.05



実施計画



57% 11日間

有効

作業幅率

6月



2000.0ha モーアコンディショナー 1回 20日間 8.0hr

可能

日数率

可能日数

例）○○○○

帯　 広 地区名：

申請者名 区分 機種

作業幅 作業速度

導入可能

台数

作業負担

面積

作業回数

ほ場

作業効率

ほ場

作業量

１日の

作業時間

実作業率

ほ場

作業量

作業負担

面積

対象面積

[image: image2.emf](Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｄ) (Ｅ) (Ｆ) 計 (Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｄ) (Ｅ) (Ｆ) 計 (ａ) (ｂ) (ｃ) (ｄ) (ｅ) (ｆ) 計

例）○○○○ ○○○○

モーアコンディショナー

6/1 ～ 6/20 600.0hr 71 71 88 88 106 106 530 6/1 ～ 6/20 2000.0ha 141.7 141.7 177.1 177.1 212.5 212.5 1062.6 283.3 283.3 283.3 850.0 1912.6ha

高性能機械を導入することにより受託面積の拡大

を行い、経営の高度化を図る。

申請者 導入前の状況 導入後の計画

氏名又は法人名 代表者名 機種 期間

対象面積

(ha)

既存機の実施面積(ha)

期間

対象面積

(ha)

作業負担面積(ha)

導入の理由等 既存機の計画 新規導入機械の計画

合計

農協名

担当者

(所属・氏名）

積算根拠様式４－２　飼料増産受託組織等拡大緊急対策事業申請に伴う積算根拠(農協保管）

よう　　　　　部分をプルダウンで選択又は必要項目を入力することにより、各機械の⑯作業負担面積を求めることができます。⑱の導入可能台数が１以上となるような計画を策定することが必要です。
プルダウンで選択





プルダウンで選択





カタログ等から作業幅を入力





既存機6台分と新規導入機6台分の欄を用意しています。対象機種について導入後に使用する機械全ての作業負担面積を求めます。


例)は既存機械6台と新規3台を導入する場合





対象機種毎の係数が用意されていますが、明確な根拠があれば上書きすることができます。係数のない機種は現状の作業などから算出してください。





作業がピークとなる月と、期間(日数)を入力





期間内の作業回数を入力する


（通常は1回）





作業対象面積を入力する


申請様式２－１(H23年度の面積)などとの整合性(同じ計画)に留意する





導入係数＝対象面積／作業負担面積


※“１”以上の値になるように計画する





各機械の作業負担面積合計


例）は既存機6台と新規3台の合計





導入前の状況を入力する。


※既存機6台分の欄を用意しています


※「様式４－１」とは連動していません。





「様式４－１」の結果が連動して表示されます





導入の目的を記入する。





申請者名を入力





農協名


担当者所属・氏名を記入する





期間を入力する


例）は6/1～6/20の20日間を計画





新規導入機械は既存機械からの能力アップ等、単純更新とならないように留意する。


※作業速度も上書き可。





申請様式２－１（Ｈ２０の面積）などとの整合性(同じ計画)に留意する








導入係数








